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要要約約：： 本研究の目的は，1 年次と 4 年次を比較し，看護学生の口腔ケアに対する学習意

欲の変化を明らかにすることである．看護学生の 1 年次と 4 年次に，口腔ケアに対する学習

意欲の質問紙調査を行った．有効回答 71 名のデータを得て，分析を行った． 

その結果，１年次より４年次が口腔ケアに対する学習意欲が高かったが，有意差は認めな

かった．１年次は，基本的信頼感が高い方が口腔ケアに対する学習の興味が高い傾向があっ

た．４年次には，関連が認められなかった．口腔ケアに対する学習意欲は，1 年次から 4 年

に変化し，関連要因として，大学生活の楽しさ，学内の友人の多さ，学外の友人の多さがあ

った．看護学生の学習意欲を高めるには，大学生活が楽しめ，友人関係への支援が必要であ

ることが示唆された．1 年次と 4 年次における学習意欲の状況，関連因子を踏まえ，教育す

る必要性があると考えられた． 
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1. ははじじめめにに 
 

人にとって，口腔を健康に保ち口腔機能を維持する

ことは，食事を美味しく食べることや人との会話など

社会生活を送る上で重要である．口腔の健康には，口

腔ケアが必要であり，口腔の清潔を保つ器質的口腔ケ

アと口腔の機能を維持・回復させる機能的口腔ケアが

ある [1]．適切な口腔ケアは，ミュータンスレンサ球

菌[2]やレッドコンプレックス[3]などの微生物に起因

した歯の喪失の二大原因であるう蝕や歯周病の予防に

効果的である[1]．また，口腔の問題は全身の健康につ

ながり，先行研究において，適切な口腔ケアが，誤嚥

性肺炎予防[4]，心内膜炎予防[5]となり，認知症の予防

にも効果があること[6]などが明らかになっていた． 
近年，口腔ケアの重要性が高まり，2011年，「歯科口

腔保健の推進に関わる法律」が公布され，2012 以降，

診療報酬改定では，周術期口腔機能管理の推進が図ら

れ，医科と歯科が連携し患者の口腔機能管理を行い診

療報酬の加算ができる． 
口腔の健康問題に対して，歯科医師や歯科衛生士が

口腔の高い知識・技術に基づいた口腔ケア，全身の健

康問題を踏まえた看護師が行う日々の口腔ケアなど多

職種が連携し，効果的な口腔ケアを行うことが重要で

ある[7] [8]． 
以上のことを踏まえ，看護教育では，多職種連携を

含めた口腔ケアについて充実した教育を行う必要があ

る．吉澤ら[9]が学習意欲と成績の関連を明らかにして

いるように，教育の充実には，看護学生の学習意欲を

高めることが必要である．先行研究を概観すると学習

意欲に関する先行研究は多いが，口腔ケアの学習意欲

に焦点を絞った縦断的な研究は見当たらなかった．本

研究では，1 年次と 4 年次を比較し，看護学生の口腔

ケアに対する学習意欲の変化を明らかすることを研究

目的とし，口腔ケアの充実の向けた教育の示唆を得た

いと考えた． 
また，口腔ケアの学習に影響するものとして，先行

研究を基に，学習に関連があると考えられる大学生活

[10]，友人関係[11]，自己に対する信頼である基本的信

頼感[12] [13]について着目した．基本的信頼感[12] [13]
は乳幼児期に形成され，その後の発達段階でも持続し，

特に自我同一性が確立する青年期に影響する．研究対

象の看護学生が青年期であり，自我同一性の獲得時期

であった．基本的信頼感は，自我同一性の中心的要素

の一つと考えられ，基本的信頼感に問題がある場合は，

青年期に同一性の拡散状態を呈する可能性がある．自

我同一性の獲得とは，他者と違い，この自分こそが本

当の自分であると思えるものである．自分がつかめず，

自分がないように感じる状態が自我同一性の拡散であ

る[12] [13]．自我同一性の拡散は，精神的健康が保てず，

看護学生の学習意欲の低下に影響する[14]と考えられ

た．さらに， 看護は対人関係を基盤に実施するもので

あり，他者と自分との境界が明確になる自我同一性の

獲得ができないことが対人関係の構築の障害となる．

そのため，自我同一性の獲得に影響する基本的信頼感

が看護学生にとって，重要と考え調査内容とした． 
本研究は，影響要因を含め看護学生の口腔ケアに対

する学習意欲について，1 年次から 4 年次の変化を明

らかにする実態調査を分析したものである．  
 

2. 研研究究方方法法 
 
2.1 研究対象者 
研究対象は，2018年度入学の看護大学生で4年次に

在籍している102名を対象とした．  
 
2.2 調査期間 
 2018年1年次前期～2021年4年生前期に質問紙調査

を行った． 
 
2.3 調査項目 

1）基本属性 
 性別，生活状況として，家族と同居または一人暮ら

しか，アルバイトをしているかを調査した． 
 

2）口腔ケアに関する学習意欲 
 先行研究[7]-[11]を参考に，研究者が口腔ケアに関す

る学習意欲の項目を設定した．「非常に当てはまる」

から「まったく当てはまらない」の4件法（1～4点）

で評定する．項目は，「①口腔ケアに関する学習に興

味がある」「②患者の健康状態に合った口腔ケアを学

びたい」「③患者が楽しく食事できるように口腔ケア

を学びたい」「④口腔ケアにおける他職種連携の方法

を学びたい」で，得点が高いほど学習意欲があると見

なした．「④口腔ケアにおける他職種連携の方法を学

びたい」ついては，研究対象が所属する大学において，

看護学生の教育目標が，【多職種】ではなく【他職種】

との連携であることから【他職種】に設定した． 
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3）影響要因 
大学生活の楽しさについて，「とてもつまらない～

とても楽しい」の5件法（1～5点）で調査した．学内

友人数，学外友人数の多さについては，「とても少な

い～とても多い」の5件法（1点～5点）で調査した． 
 青年期の自我同一性の獲得について，谷[12] [13]が開

発した基本的信頼感尺度を使用した．この尺度は，6
項目（6～42 点）からなり，「非常にあてはまる（7
点）」から「全く当てはまらない（1 点）」の 7 件法

で評定し，逆転項目については，評定を逆転させた．

得点が高いほど自己に対する信頼感がある．  
 
2.4 データ収集方法 
研究対象者には，研究の説明書と質問紙を配布し，

同意書の署名をもって同意とみなす旨を文書および口

頭で説明した．同意書の署名で研究参加を確認した．

質問紙は，記入後に個人用の回収用封筒に入れ厳封

してもらい，大学内に設置した回収ボックスへの投

函を依頼した． 
 
2.5 分析方法 
得られたデータを Kolmogorov-Smirnov 検定でデ

ータの正規性ないことを確認後，ノンパラメトリッ

ク検定を行った． 1年次と4年次のデータ比較につ

いては，Wilcoxon の符号順位検定を行った．2 群間

の比較に関しては Mann-Whitney の U 検定，2 群間

の相関にはSpearmanの検定を行った．データの分析

には，統計解析ソフトSPSS 25.0J For Windowsを
用いた．なお，結果がわかりやすい論文とするため

先行研究[14]で見られるように，本研究では，ノン

パラメトリック検定だが，中央値（範囲）ではなく，

平均値±標準偏差で表した． 
 
2.6 倫理的配慮 
研究対象者である看護学生の保護者に対して，研究

に関することを文書で説明し調査研究の承諾を得た．

研究対象者には，研究の目的や方法，回答の任意性，

プライバシーの保護，拒否や中断による成績への影響

の不利益はないことなど，文書および口頭で説明した．

同意書への署名をもって同意が得られたとみなした．

基本的信頼感尺度の使用については，開発者の許可を

得た．本研究は，福岡学園倫理審査委員会により許可

を得て実施した（許可番号 第345号）． 
 

3. 結結果果 
 
3.1 対象者の基本属性（表1） 
 看護学生82名より回収（回収率80.4%），有効回答

71 名（86.6%）であった．男性 9 名（12.7%），女性

62名（87.3%）で，1年次の年齢平均が18.37±0.66歳，

4年次の年齢平均が21.45±0.71歳であった． 1年次に

家族と同居している者が50名（70.4%），一人暮らし

をしている者が 21 名（29.6%），4 年次に家族と同居

している者が48名（67.6%），一人暮らしをしている

者が 23 名（32.4%）であった．1 年次にアルバイトを

行っている者が54名（76.1%），行っていない者が17
名（23.9%），4 年次に アルバイトを行っている者が

52 名（73.2%），行っていない者が19 名（26.8%）で

あった． 

 
 
3.2 口腔ケアに関する学習意欲（表2） 
「①口腔ケアに関する学習に興味がある」は，1 年

次 2.79±0.81 点，4 年次 2.80±0.77 点であった．「②患

者の健康状態に合った口腔ケアを学びたい」は，1 年

次 3.07±0.70 点，4 年次 3.21±0.70 点であった．「③患

者が楽しく食事できるように口腔ケアを学びたい」は，

1年次3.15±0.69点，4年次3.30±0.72点であった．「④

口腔ケアにおける他職種連携の方法を学びたい」は，1
年次2.94±0.83点，4年次3.04±点0.78であった． 
口腔ケアに関する学習意欲の全項目で，1年次より4

年次が高くなっていたが，有意差は認めなかった． 
 

表1．対象者の基本属性

男性 9 名 （ 12.7 % ）

女性 62 名 （ 87.3 % ）

家族と同居 1年次 50 名 （ 70.4 % ）

4年次 48 名 （ 67.6 % ）

一人暮らし 1年次 21 名 （ 29.6 % ）

4年次 23 名 （ 32.4 % ）

行っている 1年次 54 名 （ 76.1 % ）

4年次 52 名 （ 73.2 % ）

行っていない 1年次 17 名 （ 23.9 % ）

4年次 19 名 （ 26.8 % ）

1年次 18.37 ± 歳

4年次 21.45 ± 歳

データ

0.66
0.71

年齢

　　　mean±ＳＤ

生活形態

n=７１
項目

性別

アルバイト
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3.3 影響要因（表3） 
「①口腔ケアに関する学習に興味がある」は，4 年

次に，学内友人数・学外友人数・大学生活の楽しさと

弱い相関を認め，学内や学内での友人が多く大学生活

を楽しいと認識している方が口腔ケアの学習に興味を

持つ傾向があった．1年次は関連を認めなかった．「②

患者の健康状態に合った口腔ケアを学びたい」は，1
年次および4年次に影響要因と関連を認めなかった．

「③患者が楽しく食事できるように口腔ケアを学びた

い」は，4年次に大学生活の楽しさと弱い相関を認め，

学生活を楽しいと認識している方が楽しく食事できる

ように口腔ケアを学びたいと認識している傾向があっ

た．1年次は関連を認めなかった． 
「④口腔ケアにおける他職種連携の方法を学びた

い」は，1 年次に学内友人数と弱い相関が認めれ，学

内の友人が多いと他職種連携の方法を学びたいと認識

する傾向があった．4 年次は，大学生活の楽しさ・学

内友人数と弱い相関が認めれ，大学生活が楽しく学内

の友人が多いと他職種連携の方法を学びたいと認識す

る傾向があった． 
基本的信頼感の 1 年次 26.38±5.49 点，4 年次

28.45±6.33点で，4年次が有意に高かった（ｐ<0.01）．
1 年次は，基本的信頼感と「①口腔ケアに関する学習

に興味がある」に弱い相関が認められ，基本的信頼感

が高い方が口腔ケアの学習に興味を持つ傾向であった．

4 年次は，基本的信頼感との相関関係は認められなか

った． 
 基本属性と口腔ケアの学習との関連は認めなかった． 
 

4. 考考察察 
 
本研究では，1 年次と 4 年次を比較し，看護学生の

口腔ケアに対する学習意欲の変化を分析した．その結

果，有意差は認めなかったが，1 年次より 4 年次が口

腔ケアに対する学習意欲が高くなる変化を明らかにし

た．保田ら[15]の研究で，4年次には，ほとんどの看護

項目 mean ± SD

1年次 2.79 ± 0.81 点

4年次 2.80 ± 0.77 点

1年次 3.07 ± 0.70 点

4年次 3.21 ± 0.70 点

1年次 3.15 ± 0.69 点

4年次 3.30 ± 0.72 点

1年次 2.94 ± 0.83 点

4年次 3.04 ± 0.78 点

表2．口腔ケアに関する学習意欲

wilcoxonの符号順位検定

健康状態に合った口

腔ケア

ns

楽しい食事を目指す

口腔ケア

学習の興味

口腔ケアにおける他

職種連携

ns

ns

ns

n=７１

大学生活の
楽しさ rs

学内友人の
多さ rs

学外友人
の多さ rs

基本的信頼感
rs

1年次 .200* .063* .042* .269*

4年次 .330** .259* .282* .002*

1年次 .155* .140* .037* .085*

4年次 .154* .093* .098* 0.01

1年次 .169* .061* .032* .184*

4年次 .262* .180* .119* .053＊

1年次 .089* .239* .152* .048*

4年次 .387** .323** .204* .107＊

Ｓｐｅａｒｍａｎ　＊ｐ＜0.05　＊＊ｐ＜0.01

表3.．口腔ケアの学習意欲と影響要因との相関関係
n=７１

学習の興味

健康状態に合った
口腔ケア

楽しい食事を目指
す口腔ケア

口腔ケアにおける
他職種連携
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学生が口腔ケア実践の意思を持っていることを明らか

にしているように，入学間もない1年生に比べ4年次

は看護師に必要な知識・技術を得て，口腔ケアの学習

意欲が高まったと考えられた． 
本研究で，口腔ケアに対する学習意欲の関連要因と

して，大学生活の楽しさ，学内の友人の多さ，学外の

友人の多さがあった．1 年次と 4 年次で違いがあった

ものの，看護学生の学習意欲を高めるには，大学生活

が楽しめ，友人関係への支援が必要であることが示唆

された． 
4 年次において，「①口腔ケアに関する学習に興味

がある」は，学内や学内での友人が多く大学生活を楽

しいと認識している方が口腔ケアの学習に興味を持つ

傾向が明らかになった．1 年次には認められない結果

であったが，入学間もないことが影響したと考えられ

た．先行研究[10] で，大学生活での満足感が学習意欲

に好影響を及ぼしていることが明らかになっている結

果と類似していた．4 年次において，口腔ケアの学習

の興味を高めるには，大学生活が楽しめる支援が必要

であると考えられた．今回の調査では，大学生活が楽

しい要因については調査していないため，今後，大学

生活の楽しさに影響する要因について検証する必要が

ある．学内や学内での友人が多いことが，口腔ケアの

学習意欲と関連していたことは，藤原らの研究[16] で，

学習意欲が周囲の人の影響を受けることが明らかにな

っているように，学内及び学外の友人の影響を受けた

と考えられた．口腔ケアの学習意欲を高めるには，友

人関係から良い影響を受けるような支援の必要性が示

唆された． 
「②患者の健康状態に合った口腔ケアを学びたい」

は，1 年次および 4 年次の影響要因と関連を認めなか

った．患者の健康状態に合った口腔ケアの学習意欲を

高める対策に向けて，今後，影響要因について検証す

る必要がある． 
「③患者が楽しく食事できるように口腔ケアを学び

たい」は，4 年次に大学生活が楽しい方が，楽しく食

事ができる口腔ケアを学びたいと認識する傾向があっ

た．4 年次に，大学生活が楽しめる支援の必要性が示

唆された．1 年次は関連を認めなかった．「①口腔ケ

アに関する学習に興味がある」の項目同様，1 年次は

入学間もないことが影響したと考えられた． 
「④口腔ケアにおける他職種連携の方法を学びた

い」は，1年次に学内の友人が多いこと，4年次は，大

学生活が楽しく学内の友人が多いことが他職種連携の

方法を学びたいと認識する傾向が明らかになった．他

職種連携は，医療者同士の対人関係が重要であること

から，友人関係という関連になったと考えられた．1
年次及び4年次において，口腔ケアにおける他職種連

携が，学外ではなく同じ看護の学習をする学内の友人

の影響と言えた．先行研究[14]で学内友人が多い方が

看護の主体的学習意欲に関連があった結果と類似して

いた．同じ看護を目指す友人関係から，いい影響が得

られる支援の必要が示唆された．  
1 年次は，基本的信頼感と「①口腔ケアに関する学

習に興味がある」に関連を認め，基本的信頼感が高い

方が口腔ケアの学習に興味を持つ傾向が明らかになっ

た． 4年次は，認めなかった．4年次は1年次と比較

し基本的信頼感が高く変化していたことから，4 年次

が自我同一性の確立が進んだことが影響したと考えら

れた．看護師は対人的援助を基盤に看護を行う医療専

門職であるが，先行研究[17]では，対人関係の基本的

な要件の基本的信頼感が十分備わっていない学生が存

在し，臨地実習が対人関係能力向上につながることを

示唆していた．1年次は，研究調査後に行われる11科
目の臨地実習における教育などが，口腔の学習意欲を

高めることにつながる可能性が考えられた． 
 研究で，1年次と4年次の口腔ケアに対する学習意欲

の違いが明らかになり，学習意欲が4年間の中で変化し，

学生の状況に合わせた学習支援が必要であることが示

唆された． 
研究の限界と課題として，以下のことが考えられた．

今回，口腔ケアに対する学習意欲の関連要因として調

査項目を設定したが，口腔ケアに特化したものでなく

学習意欲全般に関するものとなっていた．そのため，

本研究結果が，口腔ケアの学習意欲に特化した影響要

因というより，大学の学習全般に対するものの可能性

があった．今後の課題として，研究の調査項目を再検

討し，口腔ケアに特化した影響要因を設定し看護学生

の口腔ケアに対する学習意欲について，研究を進めて

いくことが課題である． 
 

5. 結結論論 
 
看護学生の1年次から4年次に口腔ケアの学習意欲

の変化として，本研究では，以下のことが明らかにな

った． 
1． 有意差は認めなかったものの，１年次より４年次

に口腔ケアに対する学習意欲が高くなっていた． 
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2． １年次は，基本的信頼感が高い方が口腔ケアに対

する学習の興味が高い傾向があったが，４年次に

は，認められなかった． 
3． 口腔ケアに対する学習意欲は，1 年次から 4 年に

変化し，関連要因として，大学生活の楽しさ，学

内の友人の多さ，学外の友人の多さがあり，看護

学生の学習意欲を高めるには，大学生活が楽しめ，

友人関係構築への支援が必要であることが示唆さ

れた． 
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